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第２学年 算数科学習指導案

日 時 平成１６年１１月１８日（木）５校時

児 童 ２年ろ組

男子１８名 女子１６名 計３４名

指導者 米 田 早 織

１ 単元名 「九九をつくろう（かけ算（２）－１ （東京書籍））」

２ 単元について

(１) 教材観

本単元は、学習指導要領の第２学年の内容 （３ 「乗法の意味について理解し、それを用いることができA ）
るようにする 」を受けたものである。。
子どもたちは、前単元で乗法の意味（具体的な量ａをもとにしてａのｎ個分がｍであることをとらえ、これ

をａ×ｎ＝ｍと表現すること）や性質（乗数が１増えると積は被乗数の数だけ増えること）及び５の段、２の
段、３の段、４の段の九九について学習している。
本単元では、６，７，８，９，１の段の九九を扱い、これによって九九全体について扱うことになる。九九

の構成では、これまでに活用してきた乗法の性質を用いることによって、児童が自ら構成するようにする。
まず、６の段では、前の九九の積に被乗数をたす方法を、７の段では交換法則を積極的に活用して九九を構

成する。次に８の段、９の段ではそれらを活用して児童自ら九九を構成できるような方向へ導く。最後に扱う
１の段は、児童にとって必要性が感じられにくく、積と乗数が一致するため安易にとらえがちであるが、ここ
であらためて九九の性質を見直し、１の段の構成をおさえ、ここで九九が完成する。
各段で九九を構成した後、それを用いて身のまわりの問題を解決したり、乗法の性質を用いて九九の構成を

見直したりする。九九の構成を見直す時には、その段の九九の構成が他の段の九九の和としてみる見方も取り
入れ、数の理解を深める。
本単元の学習は、第３学年で扱う被乗数、乗数が０や１０の乗法計算や、乗法の交換法則の一般化の学習へ

と発展する。
本教材の関連と発展は以下の通りである。

１年 ２年 ３年

⑥ １０よりおおきいかず ⑦ かけ算（１） ①かけ算

・２ずつまとめて数えること ・乗法の意味の理解 ・被乗数、乗数が０，１０の

・積の求め方 乗法

・５，２，３，４の段の九九の ・乗数と積の変化の関係

⑫ ２０よりおおきいかず 構成、記憶と適用 ・乗法の交換法則

・数の構成に基づく数の数えかた ・乗数と積の大きさの考察 ・被乗数、乗数が未知数の式の

未知数の求め方

⑩ かけ算のひっ算（１）本単元 かけ算（２）－１

・６，７，８，９，１の段の ⑬ かけ算のひっ算（２）

九九の構成、記憶と適用 ・２，３位数×１位数の計算

・乗法について成り立つ性質 ・乗法の筆算形式

・九九の活用 ・乗法の結合法則とその活用

・２位数×２位数の計算

・２，３位数×１位数の暗算⑧ｰ２ かけ算（２）－２

・九九のきまり

・乗法の交換法則

・倍の概念の理解

単元の教材構造

①第１時（本時）

６の段の九九の

構成

第２・３時 第４時

６の段の九九の ７の段の九九の

記憶と適用 構成

第９・１０時 第１１時第５・６時 第７・８時

７の段の九九の ８の段の九九の ９の段の九九の １の段の九九の

記憶と適用 構成、記憶と適用 構成、記憶と適用 構成、記憶
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２）児童観（

本単元では、前単元で５，２、３，４の段を構成した学習をもとに、６，７，８，９，１の段の九九の構成

のしかたを考え、自分の力で各段の九九を構成していく。また、構成した九九を記憶し、適用する。

児童の中には、かけ算の学習に入る前から九九を唱えることができたり、かけ算に立式できたりする児童も

いたが、かけ算の意味を十分に理解しているとは言えず、単なる記憶にとどまっている児童がほとんどであっ

た。

児童は前単元で、かけ算の意味について、おはじきを並べたり図を描いたりしながら学習してきた。また、

九九の構成では、図を描きながら、累加や前の九九の積に被乗数をたす方法を用いて構成している。ほとんど

の児童がおはじきを並べたり、図を描いたりする活動を進んで行い、それらの活動を通して１つ分の数をとら

えながら九九の構成をしている。九九を構成するにあたって、５の段、２の段では、それぞれ５とび、２とび

であること、また、５、２、３の各段では、それぞれ積が５ずつ、２ずつ、３ずつ増えていることなどにも気

づいている。また、累加の方法では□×５、□×６…となってくると計算が大変であるから、前の九九の積に

被乗数をたす方法の方が効率がよいと気づきはじめているので、４の段の九九を構成する中で、多くの児童が

この方法の効率のよさに気づくと予想される。

九九の構成や記憶、適用を通して、被乗数と乗数の違いや関係など、かけ算の意味については、ほとんどの

児童が理解しているがまだ確実に理解できているとは言えない児童もいる。

かけ算の学習に対しては、意欲的に取り組む児童が多い。しかし、意識が九九の記憶に向けられることも多

く、かけ算の考え方を身のまわりの事象と関連させて生かすという点に欠ける児童も数名いる。

(３) 指導観

本単元の指導にあたっては、以下の点について力をつけたいと考える。

１点目は、既習のかけ算の意味や性質についての学習を深めながら、それらを生かし、自らすすんで九九を

構成していけるようにすることである。そこで既習の累加の方法や 「乗数が１増えると、積は被乗数の数だ、

け増える」という関係、交換法則などを積極的に活用して九九を構成させたい。また、それぞれの方法を比較

した上で、より効率のよい方法に気づかせ、正確にかつ速く構成できるようにしていきたい。１の段の九九に

ついては、児童にとって必要性が感じられにくく、積は乗数と一致するため安易にとらえがちであるが、具体

的な事柄と結びつけながら１の段の構成をしっかり押さえることを通して、あらためて九九の性質を見直せる

ようにしたい。

２点目は、自らが作った九九を記憶し、様々な場面に活用していけるようにすることである。九九を記憶す

る時には、同じ型の練習方法では意欲が続かないと考えられるので、表やカードなどを活用したり、友達と一

緒にやったりして、変化をつけて練習できるようにしたい。また、適用の場面では日常の場面と関連させたり

かけ算のおもしろさに触れたり、授業中のみにとどまらず、生活の中の様々なところでかけ算に表せる場面を

取り上げるなどして、児童がかけ算に関心を持ち、進んで日常に生かしていこうとする態度を育てたい。

３ 目標

○乗法の意味について理解し、それを用いることができる。

、 。＜関心・意欲・態度＞・乗法九九のよさに気づき ものの個数をとらえるときに進んで乗法を用いようとする

・乗法について成り立つ性質を用いて九九を構成しようとする。

、 。＜ 数学的な考え方 ＞・乗法について成り立つ性質を用いて 乗法九九の構成のしかたについて多様に考える

＜ 表現・処理 ＞・乗法九九（６，７，８，９，１の段）を構成し、確実に唱えることができる。

＜ 知識・理解 ＞・乗法九九（６，７，８，９，１の段）の構成のしかたを理解する。
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４ 指導計画と評価計画
評価規準・具体の評価規準

時 目標 学習内容･活動 関心･意欲･態度 数学的な考え方 表現・処理 知識･理解 主な算数的活動

・６の段の九 ・６の段の九九の構 ・乗法について ・６の段の九九 仮説ア

九を構成す 成のしかたについ 成り立つ性質 を構成するこ ・既習の考え方

ることがで て考える。 を用いて、九 とができる。 を活用して、

きる。 ・累加や乗数と積の 九を構成しよ ６の段の九九A前の積に被乗

関係など既習の考 うとしている を構成する。。 数をたす方法

で６の段の九１ え方を活用して、

A前の積に被乗 九を構成でき６の段の九九を構

数をたしてい る。本 成する。

く方法を用い B６の段の九九時

。て、６の段の を構成できる

九九を構成し

ている。

B６の段の九九

を構成してい

る。

・６の段の九 ・６の段の九九を唱 ・６の段の九九 仮説ア

九を記憶し えたり、カードを を唱えること ・６の段の九九、

適用するこ 用いて練習したり ができ、それ を唱えたり、

とができる する。 を用いて身の カードを用い。

・６の段の九九を用 回りの問題を て練習したり

いて問題を解決す 解決すること する。

る。 ができる。

仮説イA６の段の九九

・６の段の九九を順に正確に

を用いて問題唱えることが

２ を解決する。でき、P22①

の問題と、教

師が出した発

展問題を解く

。ことができる

B６の段を順に

正確に唱える

ことができ、

P22①の問題

を解くことが

できる。

・６の段の九九を見 ・６の段の構成 仮説ア・イ

直し、九九表やア を見直しなが ・６の段の九九

レイ図などをもと ら、乗法につ を見直し、九

にして、交換法則 いて成り立つ 九表やアレイ

が成り立っている 性質を考えて 図をもとにし

ことを６の段の性 いる。 て、交換法則

質として確認する が成り立って。 A６の段の九九

・６の段の九九を、 いることを６を他の段の九

３ 他の段の九九の和 の段の性質と九の和と見る

。と見る見方でとら して確かめることに気づき、

計算をして確え直す。

仮説イかめることが

・６の段の九九できる。

を、ほかの段B６の段の九九

の九九の和とが他の段の九

見る見方でと九の和になっ

らえ直す。ていることを

指摘すること

ができる。
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・７の段の九 ・７の段の九九の構 ・乗法について ・乗法について 仮説ア

九を構成す 成のしかたについ 成り立つ性質 成り立つ性質 ・既習の考え方

ることがで て考える。 などを用いて を用いて九九 を活用して、

きる。 ・累加や積と乗数の 九九を構成し の構成のしか ７の段の九九

関係に加え、交換 ようとしてい たを考えてい を構成する。

法則など、既習の る。 る。

A交換法則を用 A交換法則や前考え方を活用して

いて、７の段 の積に被乗数７の段を構成し、

の九九を構成 をたしていく４ 九九表に答えを書

している。 方法を組み合く。

７の段の九九 わせて７の段B
を構成してい の九九を構成

る。 することがで

きる。

B前の積に被乗

数をたしてい

く方法で７の

段の九九を構

成できる。

・７の段の九 ・７の段の九九を唱 ・７の段の九九 仮説ア

九を記憶し えたり、カードを を唱えること ・７の段の九九、

適用するこ 用いて練習をした ができ、それ を唱えたり、

とができる りする。 を用いて身の カードを用い。

・７の段の九九を用 回りの問題を て練習したり

いて問題を解決す 解決すること する。

る。 ができる。

仮説イA７の段の九九

・７の段の九九を順に正確に

を用いて問題唱えることが

を解決する。でき、P24①

の問題を解き５

さらにかけ算

の問題をつく

ることができ

る。

B７の段を順に

正確に唱える

ことができ、

P24①の問題

を解くことが

できる。

・７の段の九九を見 ・７の段の構成 仮説ア・イ

直し、九九表やア を見直しなが ・７の段の九九

レイ図をもとにし ら、乗法につ を見直し、九

て、交換法則が成 いて成り立つ 九表やアレイ

り立っていること 性質を考えて 図をもとにし

を７の段の九九の いる。 て、交換法則

性質として確認す が成り立ってA７の段の九九

る。 いることを７を他の段の九

６ ・７の段の九九を、 の段の性質と九の和と見て、

。他の段の九九の和 して確かめる計算をして確

かめることがと見る見方でとら

え直す。 仮説イできる。

・７の段の九九B７の段の九九

を、ほかの段が他の段の九

の九九の和と九の和になっ

見る見方でとていることを

らえ直す。指摘できる。
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・８の段の九 ・８の段の九九の構 ・ものの個数を ・既習の九九に 仮説ア

九を構成す 成のしかたについ とらえるとき ついて成り立 ・既習の考え方

ることがで て考える。 に乗法を用い つ性質が８の を活用して、

きる。 ・既習の考え方を活 ようとしてい 段でも成り立 ８の段の九九

・８の段の九 用して、いろいろ る。 つことに着目 を構成する。

九を記憶し な方法で８の段の して、８の段、 A教科書のパン

適用するこ 九九を構成する。 の九九の構成の写真を見て

とができる のしかたを考。 １つ分の数を

えている。とらえ、かけ

算の式に表し A様々な乗法の

８の段の九九 性質の中から

を構成してい 一番効率のよ

る。 い方法（交換

B教科書のパン 法則と前の九

の写真を見て 九の積に被乗

かけ算の式に 数をたす方法７

表すことがで を組み合わせ

きる。 たもの）を選

んで８の段の

九九を構成し

さらに別の方

法でも８の段

の九九を構成

することがで

きる。

B様々な乗法の

性質の中から

一番効率のよ

い方法で８の

段の九九を構

成できる。

・８の段の九九を唱 ・８の段の九九 仮説ア

えたり、カードを を唱えること ・８の段の九九

用いて練習をした ができ、それ を唱えたり、

りする。 を用いて身の カードを用い

・８の段の九九を用 回りの問題を て練習したり

いて問題を解決す 解決すること する。

る。 ができる。

A８の段の九九

を順に正確に

唱えることが８

でき、P25①

の問題と教師

の出した発展

問題を解くこ

とができる。

B８の段を順に

正確に唱える

ことができ、

P25①の問題

を解くことが

できる。

・９の段の九 ・９の段の九九の構 ・既習の九九に 仮説ア

九を構成す 成のしかたについ ついて成り立 ・既習の考え方

ることがで て考える。 つ性質が９の を活用して、

きる。 ・既習の考え方を活 段でも成り立 ９の段の九九

９ ・９の段の九 用して、いろいろ つことに着目 を構成する。

九を記憶し な方法で９の段の して、９の段、

適用するこ 九九を構成する。 の九九の構成
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とができる のしかたを考。

えている。

A様々な乗法の

性質の中から

一番効率のよ

い方法（交換

法則と前の九

九の積に被乗

数をたす方法

を組み合わせ９

たもの）を選

び、さらに別

の方法でも９

の段の九九を

構成すること

ができる。

B様々な乗法の

性質の中から

一番効率のよ

い方法で９の

段の九九を構

成できる。

・９の段の九九を唱 ・９の段の九九 仮説ア

えたり、カードを を用いて乗法 ・９の段の九九

用いて練習したり 九九の性質に を唱えたり、

する。 ついて考えた カードを用い

り、九九の構 て練習したり

成のしかたに する。

ついて見直し

たりすること

ができる。

A累加、前の九

九の積に被乗10
数をたす方法

交換法則のう

ち、２つ以上

の方法で９の

段の九九を確

かめることが

できる。

B 累加の方法で

９のだんの九

九を確かめる

。ことができる

・１の段の九 ・場面をとらえ、１ ・１の段の九九 仮説ア

九を構成し ×６の式からかけ を唱えること ・１の段の九九、

かけ算の意 算の意味を確かめ ができる。 を唱えたり、

味の理解を る。 カードを用いA１の段をすら

確実にする ・１の段の九九を唱 て練習したり。 すらと順に正

えたり、カードを する。11 確に唱えるこ

とができる。用いて練習をした

B１の段を順にりする。

正確に唱える

ことができる
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５ 本時の指導

（１）目標

・６の段の九九を構成することができる。

（２）本時の考え方

本時は、６の段の九九を構成するという算数的活動に取り組ませる。自ら九九を構成する力を育てるため、

前単元の５，２，３，４の段を構成する際に扱った「累加」と「九九の前の積に被乗数を加える」という２つ

の方法を想起させる。児童にはどちらか一つの方法を選択させ、６の段の九九を構成させるようにする。早く

構成できた児童に関しては、もう一方の方法でもやってみるように促す。また、この２つの方法で構成が困難

、 、 。 、 、「 」な児童には アレイ図を用いて構成できるよう 支援する 前単元までの学習や 本時での活動から 累加

と「九九の前の積に被乗数を加える」２つの方法を比較し、どちらがより正確で簡単にでできるか、というと

ころもおさえていきたいと考える。

（３）展開

学習活動 予想される 指導上の留意点・手だて 評価規準

段階 算 数 的活 動 児童の反応 具体の評価規準 評価方法 準備◎Ｂに到達した子への手だて （ ）

▲Ｂに到達しない子への手だて

１ 問題把握 ・教科書は閉じたままで行う。 ・お菓子

つ ( )お菓子の箱を見 ・６こ入りのお菓 ・１箱６個入りのお菓子の箱を の箱1
てどのような場面 子 ９箱提示して、総数と関連さ

か話し合う。 ・１箱に６こ入っ せて話題にしながら関心を持

か ている。 たせる。

( )お菓子の全部の ・６こ。 ・１つ分の数をとらえさせる。2
む 数の求め方を考え ・９つ分 ・いくつ分をとらえさせる。

る。 ・かけ算でできる ・式を考えさせる。。

・６×９

・６×９は何の段であるかおさ

２ 課題把握 えさせる。

６のだんの九九をくふうしてつく

４分 ろう。

３ 解決の見通し ・６をどんどんた ・これまで学習してきた九九の

見 ・６の段の九九の構 していく。 構成のしかたについての教室

成のしかたの見通 ・前の答えに６た 掲示をみながら、確認してい

通 しをもつ。 していく。 く。

・どちらの方法で６の段の九九

す を構成していくか、選択させ

４分 る。

４ 自力解決 ・学習シ

６のだんの九九 ・６×１＝６ ・自分が選んだ方法で６の段の 乗法について成り立つ ート

を構成する。 ６×２＝ 九九を構成させる。 性質を用いて、九九を構つ 12
（仮説ア） ６×３＝ 成しようとしている。18

… ６ （関・意・態）12+
↓ ・発表用く ◎すべて構成し終わった児童に Ａ前の積に被乗数をたして

６×９＝ 用紙54 は別の方法でも構成させる。 いく方法を用いて、６の

。… ６48+ 段の九九を構成している

▲計算速度が遅いため、６×９ Ｂ６の段の九九を構成してる ・６×１＝６

まで構成できない児童が数名 いる。６×２＝ 12
（ 、 、 ）… 6+6 いると思われる。構成のしか 観察 学習シート 発表

たがわかっていれば、６×６６×３＝ 18
。… 6+6+6 までできればよいことにする
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↓

54６×９＝

6+6+ +6+6… …

６の段の九九を構成す

。（ ）ることができる 表･処

◎すべて構成し終わった児童に Ａ前の積に被乗数をたしてつ

は別の方法でも構成させる。 いく方法を用いて６の段

・児童用◎２つの方法を比較させる。 の九九を構成できる。

アレイ▲計算速度が遅く、最後まで構 Ｂ６の段の九九を構成でき

図成できないと思われる児童に る。

（ 、 、 ）は、児童用の小さいアレイ図 観察 学習シート 発表

をもとに九九を構成させるよく

うにする。

５ 集団解決

( )６×１から６×９ ・６×１から６×９までの計算1
までの答えを確か の答えを発表させ、さらにア ・黒板用

める。 レイ図も用いて答えを確かめ アレイ

る。 図る

( )かける数が１増 ・６増えている。2
えると積がいくつ ・６ずつ増える。

。増えるか確認する

( )２つの方法を比 ・ 累加） ・特に、６×５から６×９に注3 （

較する。 たくさんたすの 目させ 「同数累加」の方法で、

は大変。時間が は計算が面倒であることに気

かかる。間違い づかせる。

やすい。

・ 前の積に被乗 ・前の積に被乗数をたしていく（

数をたす） 方法の方が効率がよいことを

前の答えに６を おさえられるようにする。

分 たす方が簡単。27
速い。間違いに

くい。

６ 学習のまとめ

( )教科書 を見 ・まみと同じ。 ・教科書 のまみとまことの1 P21 P21
、ま て、九九の構成の ・まことと同じ。 考えと児童の考えを対応させ

しかたをまとめる。 ２つの方法を整理する。

と ( )６の段の九九の ・学習のまとめとして、教科書2
答えを教科書 の九九表に６の段の九九P21 P21
に書き込み唱える の答えを書きこませ、さらに。

め 唱えさせる。

７ 学習の振り返り

・学習感想を書く。 ・本時の学習でわかったことを

書くようにさせる。る

・時間がない場合は、終了後に

書かせる。

分 ・次時の学習内容を知らせる。10
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（４）板書計画

黒板①

１１／１８ ．１２P

かだい まとめ

６の段の九九をくふうしてつく 児童の考え 児童の考え ６のだんの九九

ろう。 ① ② ６×１＝６

６×２＝ …６＋６12

しき ６×９ ６×３＝ … ＋６18 12

６×４＝ … ＋６24 18

やりかた ６×５＝ … ＋６30 24

①６ ６ …と６をならべてたしていく。 ６×６＝ … ＋６+ + 36 30

②前のかけ算の答えに６をたしていく。 ６×７＝ … ＋６42 36

６×８＝ … ＋６48 42

６のだんでは、 ６×９＝ … ＋６54 48

かける数が１ふえると

答えは６ふえる。

黒板②

× １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

２ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

３ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

４ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

５ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

６ ● ● ● ● ● ● ● ● ●


